
令和８年（2026年）２月那覇市議会定例会 

 

一般質問発言通告書（２日目） 

令和８年２月 20日（金） 

※１人当たり 15 分間（答弁を除く） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

１ 山 田 マドカ 

(立憲民主・ニライ) 

 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

１ 多胎児支援

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 産後ケア事

業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 障がいをも

つ生徒に対す

る支援につい

て 

(１) 那覇市では、多胎児家庭が直面する負担の

大きさをどのように認識し、今後どのような

方向性で支援を構築していくか見解を伺う 

 

(２) 多胎児家庭では、乳幼児を同時に連れての

外出が大きな負担となり、通院や健診、行政

手続きなど必要な外出そのものを諦めざる

を得ないケースもある 

こうした実情を踏まえ、那覇市は多胎児家

庭の移動・外出に関する支援をどのような課

題として捉え、今後どのように対応していく

のか伺う 

 

 

(１) 現在の産後ケア事業概要について伺う 

 

(２) 産後ケアの受託事業者は 13 事業者になっ

ているが、施設ごとに利用できるサービス内

容やお子さんの受け入れ期間等が異なり分

かりにくいとの声がある。利用者からは部屋

の大きさや雰囲気、お子さんの面倒をみてく

れる保育士のスタッフが配置されているか

など、安心してケアを受けるための情報が必

要である。那覇市のホームページ等でそれら

の情報を提供する必要があると思うが見解

を伺う 

 

 

令和７年２月に、骨形成不全症を抱える車椅子

の学生と共に、専門学校への通学中における支援

や校内での支援について要望を行ったがその後

の検討及び、進捗状況について伺う 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  

 

４ 環境問題に

ついて 

 

 

 

 

５ 消防行政に

ついて 

 

 

 

 

６ 防災行政に

ついて 

 

 

(１) 那覇市のリユース体制について伺う 

 

(２) リチウムイオン電池による火災が問題と

なっているが那覇市の回収体制について伺う 

 

 

(１) 新高機能消防指令システムの整備事業の

概要について伺う 

 

(２) 日勤救急の概要について伺う 

 

 

マンホールトイレの整備状況について伺う 

【答弁を求める者】 

市長、副市長、上下水道事業管理者、 

関係部長 

 



一般質問（２日目） 令和８年２月 20日（金） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

２ 屋 良 栄 作 

(なは自民・無所属の会) 

 

 

 

質問方式 

総括質問方式 

(演壇・質問席) 

１ 非認知能力

の育みについ

て 

 

 

 

 

 

２ 小学生の基

礎学力につい

て 

 

 

３ 勉強する意

義について 

 

 

４ 食糧自給率

のアップにつ

いて 

 

 

５ 台湾との連

携について 

 

 

 

６ エプスタイ

ン事件の教訓

について 

 

子どもの非認知能力を育むために、どのような

取組を行っているか、以下伺う 

 

(１) 学校教育において 

 

(２) 家庭教育において 

 

 

小学生のかけ算九九や漢字などの基礎学力の

習得状況はどうなっているか伺う 

 

 

 

中学３年生から「なんで勉強しなくてはならな

いの？」と問われたら、どう答えるか伺う 

 

 

本市として食料自給率を高めるために、どのよ

うな施策を行っているか伺う 

 

 

 

本市と台湾の都市との間に観光や防災につい

ての連携協定を結ぶことはとても有意義である

と考える。見解を伺う 

 

 

エプスタイン・ファイルが本年１月に米国司法

省より大量に追加公開され、エプスタイン事件の

全容が明らかになりつつある。欧米はもとより世

界が大変な事態になっているが、エプスタイン事

件から得る教訓は何か伺う 

 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ７ 那覇市の月

別死亡数につ

いて 

 本市の月別死亡数について、以下伺う 

 

(１) コロナ禍において、新型コロナワクチンの

特例臨時承認での接種が始まるたびに月別

死亡数が増えていた記憶があるが(特に４回

目)、全７回のそれぞれの接種後における月

別死亡数の推移をどのように分析している

か伺う 

 

(２) コロナ禍後の月別死亡数の動きについて

どうなっているか伺う 

 

(３) 死亡原因の順位などは、どうなっているか

伺う 

【答弁を求める者】 

市長、副市長、教育長、関係部長 

 



一般質問（２日目） 令和８年２月 20日（金） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

３ 比 嘉 啓 登 

(なは自民・無所属の会) 

 

 

 

質問方式 

総括質問方式 

(質問席のみ) 

１ 図書館の利

用促進につい

て 

 

 

 

 

 

２ 学校体育館

等の利用拡大

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 宿泊税導入

を見据えた那

覇市の観光財

源確保と持続

可能な都市運

営について 

 

 

 

若者・シニアにかかわりなく、市民福祉の向上

に向け、利用しやすい図書館整備は重要である 

これまでも民間やＮＰＯ、研究機関との連携に

よる図書館の多目的化による市民福祉の向上の

可能性について提案してきた。取組について、当

局の見解を問う 

 

 

若者・シニアにかかわりなく、市民福祉の向上

に向け、市内小学校区に必ず設置されている小中

学校のファシリティマネジメントを進めていく

ことは重要である 

本市内の学校体育館、運動場、プールなどの利

用については、官民連携による施設利用拡大によ

り、維持管理費を軽減しつつ、市民福祉を大きく

向上させることが期待できる 

 具体的には、夜間・休日は地域総合型スポーツ

クラブに貸与し、クラブが予約管理・清掃・安全

管理を担うことで利用料収入を得て維持費を賄

ったり、フィットネス事業者や医療法人と連携し

た高齢者健康プログラム・リハビリ教室での利用

などをこれまで議会提案してきた。次年度予算に

おいて、学校体育館等の公共施設の利用拡大に向

けて、どのように取り組む方針か、当局の見解を

問う 

 

 

沖縄県において観光目的税としての宿泊税が

導入され、令和９年２月からの課税開始が予定さ

れている 

那覇市は県内最大の宿泊集積地であり、観光客

の集中に伴い、清掃、交通、治安、救急、都市基

盤維持など、他市町村に比して大きな追加行政需

要を恒常的に負担している 

こうした状況を踏まえ、以下問う 

 

(１) 県宿泊税への対応方針 

 

(２) 市として独自に宿泊税を導入する可能性 

 

(３) 観光による受益と負担の適正な関係構築

について 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ４ 市内路線バ

ス運賃改定を

踏まえた公共

交通の維持と

市民生活への

対応について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 路線バスの

利便性向上に

向けた実態把

握について 

那覇バス及び琉球バス交通等が、令和８年４月

から那覇市内の運賃を現行260円から280円へ改

定することを発表し、あわせて一部路線において

区間運賃の大幅な見直しが行われることとな

った 

本改定は、国の認可を受けた正当な手続きによ

るものであり、事業者の経営努力を否定するもの

ではないが、那覇市内路線バスは高齢者、学生、

車を持たない市民にとって不可欠な生活インフ

ラである 

こうした状況を踏まえ、以下問う 

 

(１) 今回の運賃改定が市民生活に与える影響 

 

(２) 公共交通を維持するための市の対応 

 

(３) 今後の影響緩和策 

 

 

那覇市内において路線バスは、高齢者、学生、

観光客、車を持たない市民にとって不可欠な移動

手段であり、都市機能を支える重要なインフラで

ある 

一方で、遅延、混雑、積み残し、分かりにくさ、

バス停環境などの理由から、「利用したいが使い

にくい」と感じる市民も少なくない 

将来の交通施策の検討を進めるにあたっては、

まず現行バスの運行実態や利用者体験を客観的

に把握し、改善の優先順位を明確にすることが不

可欠である 

そこで本市として、利便性向上に向けてどのよ

うに実態把握しているか市の見解を問う 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ６ 那覇市内に

おけるバス停

管理の現状と、

利便性向上に

ついて 

那覇市内のバス停は、市民や観光客にとって日

常的に利用される重要な公共交通インフラであ

る。一方で、上屋やベンチ、案内表示、歩道環境

などについて、利用者から不便や危険性を指摘す

る声も多い 

その背景には、バス停の管理が、バス事業者、

那覇市、道路管理者、警察など複数の主体に分か

れており、利用者目線での一体的な改善が進みに

くい構造があると考えられる 

そこで本市として、バス停管理の現状認識、市

が果たすべき調整役としての役割、そして利便性

向上に向けた具体的な改善の進め方について、市

の見解を問う 

【答弁を求める者】 

市長、副市長、教育長、関係部長 

 



一般質問（２日目） 令和８年２月 20日（金） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

４ 野 原 嘉 孝

( 公 明 党 ) 

 

 

 

質問方式 

総括質問方式 

(質問席のみ) 

１ 漁港等の再

整備計画につ

いて 

 

 

 

 

 

 

２ 公共交通に

ついて 

 

 

 

 

 

３ 防災備蓄に

ついて 

 

 

 

 

 

４ 末吉西（い

り）ヌカーの

斜面整備につ

いて 

 

 

 

５ 補助金返還

について 

(１) 2025年３月に発表された「那覇市泊漁港将

来像構想」の概要（スケジュール、予算規模

等）を伺う 

 

(２) 安謝小型船だまりの整備（岸壁、係船柱、

製氷機等）について那覇市沿岸漁業協同組合

から要望が上がっているが、その対応を伺う 

 

 

(１) モノレール、バスの補助事業等について県

及び本市の取組を伺う 

 

(２) バス会社がそれぞれ運賃値上げを発表し

た。その背景をどのように分析しているか伺う 

 

 

(１) 防災備蓄倉庫について現在の体制を伺う 

 

(２) 緑化センターの地下について地元自治会

から防災資機材等の保管場所として一部使

用の希望があるが見解を伺う 

 

 

斜面の一部が崩落しており、これ以上進行する

とその上に位置する道路に影響が出ないか心配

である。道路の安全確保の観点から地元自治会と

協力して整備する必要があると考えるが見解を

伺う 

 

 

公私連携認定こども園園舎建設補助事業に関

して補助金返還の事案が上がっているが、その要

因について伺う 

【答弁を求める者】 

市長、副市長、関係部長 

 



一般質問（２日目） 令和８年２月 20日（金） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

５ 金 城 なおこ 

(なは自民・無所属の会) 

 

 

 

質問方式 

総括質問方式 

(質問席のみ) 

１ 高齢者の見

守りについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 防災行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 看護小規模

多機能型居宅

介護について 

 

 

４ 病院行政に

ついて 

市営住宅における単身高齢者の入居状況につ

いて以下伺う 

 

(１) 現在、市営住宅に入居している単身高齢者

の人数及び全体に占める割合について伺う 

 

(２) 市営住宅における過去３年間の孤独死に

ついて伺う 

 

(３) 現在実施している見守り体制の内容につ

いて伺う 

 

 

消防団は、火災対応のみならず、避難誘導、防

災啓発活動など、地域に密着した活動を通して地

域防災力を支える重要な役割を担っている。こう

した消防団活動を持続的に維持・強化していく観

点から、以下伺う 

 

(１) 消防団活動支援システム「Ｆｉｒｅ Ｃｈ

ｉｅｆ」の導入について 

 

(２) 消防団の役割及び活動基盤（団員確保・活

動拠点）の現状について 

 

 

那覇市真地市営住宅高齢者福祉施設「看護小規

模多機能型居宅介護」（看多機）の現状と今後の

取組について伺う 

 

 

昨年 10 月に診療を開始した新那覇市立病院の

現状と旧那覇市立病院跡地の利活用の方向性に

ついて伺う 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ５ 図書行政に

ついて 

共働き世帯の増加や生活スタイルの多様化に

より、従来の図書館開館時間では利用が難しい

市民が増えていると認識している 

また、他自治体においても自動貸出返却シス

テムの整備が進んでおり、図書館サービスの利

便性向上や公共サービスのＤＸ推進につながっ

ている 

以上を踏まえ、本市の状況を伺う 

【答弁を求める者】 

市長、副市長、関係部長 

 



一般質問（２日目） 令和８年２月 20日（金） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

６ 和 田 圭 子 

( 無 所 属 ) 

 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

１ 選挙行政に

ついて 

 

 

 

 

 

２ 学校給食に

ついて 

 

 

 

 

 ２月８日実施の第 51回衆議院議員総選挙で、

川崎市のある投票所で、投票数の合計が投票者

数の合計を上回るということが起きた。不正を

防ぐためにも、投票所での顔写真付き身分証明

書の提示を義務付けることが可能か伺う 

 

 

(１) 昨年 11月定例会一般質問において、学校給

食に、健康によいお米（酵素やミネラル等が

最も多い箇所である亜糊粉層を残したお米）

を取り入れることが可能か伺ったが、価格面

において難しいとの答弁だった。今年４月か

ら国の施策の基準額月 5,200 円を活用するこ

とで、本市の小学校の給食費の負担額はひと

月 500 円となり、これまでの負担額 2,850 円

との差額が 2,350 円となる。この差額を使う

ことで、小学校と中学校の給食のお米を亜糊

粉層残存米に変える事が可能か伺う 

 

(２) 同じく、昨年 11 月定例会一般質問におい

て、学校給食のパンの原材料である小麦粉を

100％輸入から 100％国産に変える事が可能

か伺ったが、価格面において難しいとの答弁

だった。先ほどのお米同様、2,350円の差額

を使うことで、100％国産小麦に変える事が

可能か伺う 

 

(３) 給食になるべく地産地消の材料を使うこ

とで、地元産業の振興と子供達への食育につ

ながると思うが、那覇市には農業従事者が少

ないこともあり、沖縄県産のものは、給食の

材料としてどのくらい使用されているか伺う 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ３ 市民憲章に

ついて 

 那覇市民憲章は以下の通りである。もちろん、

どの項目も大切な事ではあるが、先日視察に行っ

た犬山市の市民憲章を知り、那覇市も参考にして

は如何かと提案する 

 

『 那覇市民憲章 』 

私たちは 那覇市民であることに誇りをもち 

みんなで明るく住みよいまちをつくるため す

すんでつぎのことを守りましよう 

1 私たちは まちを美しくしましよう 

1 私たちは 公共物を大切にしましよう 

1 私たちは 時間を守りましよう 

1 私たちは 交通道徳を重んじましよう 

1 私たちは だれにも親切にしましよう 

 

『 犬山市民憲章 』 

一、城と川と緑を守り 美しいまちをつくりまし

ょう 

一、教養を深め 文化のかおり高いまちをつくり

ましょう 

一、力を合わせ 活力のある豊かなまちをつくり

ましょう 

一、いのちを大切にし 明るく住みよいまちをつ

くりましょう 

一、きまりを守り 心のかよう温かいまちをつく

りましょう 

【答弁を求める者】 

市長、教育長、選挙管理委員長、関係部長 

 



一般質問（２日目） 令和８年２月 20日（金） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

７ 村 上 ゆうじ 

(れいわ那覇ぬちぐくる) 

 

 

 

質問方式 

総括質問方式 

(演壇・質問席) 

１ 街路樹の伐

採について 

 

 

 

 

 

２ 渋滞の解消

について 

 

 

 

３ 学校給食費

の無償化につ

いて 

 

 

 

４ 安定した下

水道事業につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

５ ごみ収集作

業員の労働環

境について 

 

 

 

 

 

 市民の方から「どんどん木が伐採されている」

という話を何度か聞き、注意して見ると本当に、

通りの端から端まで両サイド全部の街路樹が根

本から切られている場所が沢山ある。街から緑が

減るのは残念な事だと思うが、見解を伺う 

 

 

ドライバーのストレス、時間的、経済的なロス、   

ＣＯ２削減、などの観点からも、渋滞の解消は喫

緊の課題だが、那覇市が考える対策を問う 

 

 

今年４月１日から国の政策による小学校の給

食費無償化が始まる。これまでは市が半分を補助

していたが、その必要は無くなるという理解で正

しいか伺う 

 

 

(１) 那覇市が進めるＷＰＰＰ（ウォーター・パ

ブリック・プライベート・パートナーシッ

プ）、つまり本来は公共のものである下水道

に関する事業を、民間業者と一緒にやってい

く、というものだが、これに関するメリット、

デメリットを伺う 

 

(２) 会計における内部留保の規模を伺う 

 

 

 ごみ収集車の作業員の方たちが真夏の灼熱の

日にも走り回って働いてらっしゃるのを見かけ

る。とても過酷な労働環境だと思えるが、市の収

集方法について現状を伺う 

 

 

 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ６ 米軍ＭＰの

パトロールに

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 行政窓口の

スマート化に

ついて 

沖縄市で今月１日、軍事警察（ＭＰ）と県警の

警察官、市の職員ら約 50 人が参加する合同パト

ロールが実施された。米軍ＭＰ単独のパトロール

については、昨年 11 月、全く関係の無い男性を

誤って拘束し、男性が「日本人も同様に拘束する

のか？」と問うと「イエスだ」と答えた事が問題

となり中断していた。ここ那覇市でもパトロール

を再開すると言い出したら、どのように対応する

のか、市の見解を伺う 

 

 

 今年１月、行政視察に参加した。視察はどれも

印象的で勉強になったが、その中でも伊丹市役所

の「スマート窓口」には驚いた。火曜日の午前中

だったのに、窓口の並ぶ１階フロアに人が居な

い、ガラーンとしている。「３つのない」、書かな

い、待たない、行かないを実現しているためであ

る。那覇市役所でもぜひ参考にしていただきたい

が、見解を伺う 

【答弁を求める者】 

市長、上下水道事業管理者、関係部長 

 



一般質問（２日目） 令和８年２月 20日（金） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

８ 奥 間 綾 乃 

( 無 所 属 ) 

 

 

 

質問方式 

総括質問方式 

(質問席のみ) 

１ 財政運営に

ついて 

 

 

 

 

 

２ 観光経済に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 教育行政に

ついて 

 

 

 

 

 令和８年度当初予算について、基金を活用して

編成されたと理解しているが財政調整基金及び

減債基金の現在残高と取り崩し後の残高及び今

後数年間の収支見通しはどのように想定してい

るか伺う 

 

 

(１) 次年度の観光関連予算総額はいくらか、ま

た前年度比で増減はいくらか伺う 

 

(２) 那覇市観光協会に対する次年度の支出予

定額（補助金・委託料等を含む総額）とそ

の内訳概要及び観光協会の本市観光政策に

おける役割と実務業務の範囲について伺う 

 

(３) 外交問題などによりインバウンド観光客

の増減が危ぶまれるが安定的な観光客誘致

について本市の考えはあるか伺う 

 

(４) 昨年の議会において、イベント等を開催す

るにあたり街一帯となった歓迎ムードを高

める取組を求めた。そこで、施政方針にシテ

ィドレッシングが明記されたことを高く評

価する。実施エリアと今後の計画について伺う 

 

 

(１) 施政方針において小中学校のバリアフリ

ー化エレベーター新設が示されているが予

定校数、計画期間、総事業費及び財源につい

て伺う 

 

(２) 近年、大人による子どもへの性加害が社会

問題となっているが、本市では学校現場でど

のような予防教育と相談体制を整えている

か伺う 

 

(３) 昨今、ＳＮＳ等において県内中学生と思わ

しき男子生徒のイジメ暴力動画がしばし散

見されるが本市も把握しているか伺う 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ４ 選挙投票所

設置について 

 国際通りや第一牧志公設市場アーケード周辺

の事業者から、仕事を中断して期日前投票へ行く

ことが難しいとの声がある 

 投票率向上の観点からも、公設市場多目的室な

どを活用し、期日前投票所を設置する考えはない

か、あわせて、これまでの増設実績と設置基準に

ついて伺う 

【答弁を求める者】 

市長、副市長、教育長、選挙管理委員長、 

関係部長 

 


